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我が国においてサンマは重要な水産資源の一
つです。韓国、ロシア、中国、台湾などもサン
マを漁獲しており、最近では特に台湾や中国が
漁獲量を伸ばしています。そのため、サンマ資
源を持続的に利用するためには漁業国が協力し
て資源管理に取り組む必要があり、2015年7月
19日に発効した「北太平洋における公海の漁業
資源の保存及び管理に関する条約」の対象魚種
の一つになっています。現在、この条約に基づ
いて設置された北太平洋漁業委員会（North
Pacific Fisheries Commission, 略称NPFC）で
、サンマの資源状態や資源管理方策などが話し
合われています。

サンマの寿命は2年で、北太平洋を回遊しな
がら成長し、初夏（6～7月ころ）には水温が
15度くらいの海域で東西に広く分布しています
（図1）。この時にサンマは北上しながら、亜
寒帯域に豊富に分布する動物プランクトンを食
べて太ります（索餌回遊と呼ばれます）。そし
て、秋になると産卵場である南の暖かい海域を
目指して回遊します（産卵回遊と呼ばれる図1
の黒矢印）。我が国のサンマ漁船は、漁場であ
る北海道や本州周辺で産卵場に向かう1歳魚の
サンマ（秋の体長が29 cm以上）を主に漁獲し
ています。

図1：平成30年6～7月に行ったサンマ漁期前分布
調査の結果

丸の大きさはトロール網に入った魚の尾数を示す。円グ
ラフの色分けは年齢構成を示す。①から③の順に漁場へ来
遊してきます。

東北区水産研究所では、漁業者など水産業に
携わる方々にその年のサンマの漁場への来遊量
や来遊する魚の大きさについて『サンマ長期漁
海況予報』により情報提供しています。この予
報の根拠になるのが漁期前の6～7月に行われる
サンマ漁期前分布量調査です。この調査では、
表層トロール網によって東経143度から西経１
65度の範囲におけるサンマの分布量を調べてい
ます（図2）。また、採集されたサンマの一部
を持ち帰り、体重や肥満度の変化もモニタリン
グしています。

漁期前に東西に広く分布しているサンマのう
ち、西経175度以東に分布するサンマの漁場へ
の来遊率は低くなる傾向が知られています。ま
た、漁期前に日本の近くに分布するサンマは、
遠くにいるものより、漁期の早い時期に来遊す
ると考えられています。しかし、漁場で漁獲さ
れたサンマは漁期前調査時どこに分布していた
のかはよくわかっておらず、来遊日を予測する
ことはできていませんでした。漁場への来遊日
が分れば、月ごとの来遊量の変化や大きな魚が
来る日を的確に予測することができるようにな
ります。

図2： トロール網の揚網作業（上）
漁獲物を回収する様子（下）
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3

魚の来遊や回遊を調べる方法の一つに、標識
放流調査があります。この調査では捕獲した魚
にいつ、どこで採れたかわかるように標識をつ
けて放流します。そして標識を付けた魚を再び
捕獲できると、移動距離や速度を知ることがで
きます。しかし、サンマは体が小さく、傷みや
すい魚なので、標識をつけて生きのいい状態で
放流するのは困難です。また、サンマの分布量
は莫大なので、標識を付けられたとしても標識
を付けた魚を再び漁獲できる確率は極めて低い
と思われます。
そこで、私たちは“耳石の年輪径”を標識のよ
うに使うことによってサンマ1歳魚の漁場への
回遊パターンを解明できないかと考えました。
耳石は、魚の頭に入っている石で、平衡感覚や
聴覚に関与しています。耳石は樹木の年輪のよ
うに成長するにつれて大きくなり、耳石の輪紋
は魚の年齢を知る時によく用いられます。サン
マ1歳魚の耳石を観察すると、白い部分と透明
な部分に分かれます（図3）。白い部分は、0
歳魚の時に形成された年輪です。この年輪は
一度形成されると大きさは変わりません。

図3：サンマの耳石
白い部分が0歳魚の時に形成された年輪。
赤矢印が年輪径です。

漁期前のサンマの耳石を海域毎に調べると、そ
の半径（年輪径）は西側で大きく、東に行くほ
ど小さくなる傾向がありました（図4）。日本の
近くに分布する魚は成長が良いため、このよう
な東西での違いが生じると考えられています。

国立研究開発法人水産研究・教育機構東北区水産研究所

図4：漁期前のサンマの年輪径の東西での違い
（概念図）

したがって、漁場で漁獲されたサンマの年輪
径と漁期前の年輪径の分布を比較すると、漁獲
されたサンマが漁期前どこにいたのか、泳ぐス
ピードはどの程度なのかを知ることができると
考えました。
そこで、調査船や漁船（漁場）により採集し
たサンマの耳石を9年間分調べ、漁期前の耳石
年輪径の分布と漁場での年輪径の季節変化との
関係を解析しました。解析してみると漁期前の
分布と西向きの速度に一定の関係があることが
わかり、漁期前東側に分布するサンマの方が西
側のサンマより西向きの速度が速いという結果
になりました（図5）。東西で速度が異なる理由
は現在のところよくわかっていません。日本の
近くの海域は、混合域と呼ばれ、黒潮や親潮と
いう海流の影響を受けて海洋環境が複雑です。
一方、東側は比較的単純ですので、回遊ルート
も西に比べれば単純な可能性があり、その影響
で西向きの速度が速くなるのかもしれません。
また、水温や植物プランクトンの基礎生産の季
節の廻りが東西で異なるので、索餌回遊から産
卵回遊に切り替わる時期が東の海域の方が早い
のかもしれません。
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考えました。
そこで、調査船や漁船（漁場）により採集し
たサンマの耳石を9年間分調べ、漁期前の耳石
年輪径の分布と漁場での年輪径の季節変化との
関係を解析しました。解析してみると漁期前の
分布と西向きの速度に一定の関係があることが
わかり、漁期前東側に分布するサンマの方が西
側のサンマより西向きの速度が速いという結果
になりました（図5）。東西で速度が異なる理由
は現在のところよくわかっていません。日本の
近くの海域は、混合域と呼ばれ、黒潮や親潮と
いう海流の影響を受けて海洋環境が複雑です。
一方、東側は比較的単純ですので、回遊ルート
も西に比べれば単純な可能性があり、その影響
で西向きの速度が速くなるのかもしれません。
また、水温や植物プランクトンの基礎生産の季
節の廻りが東西で異なるので、索餌回遊から産
卵回遊に切り替わる時期が東の海域の方が早い
のかもしれません。
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図5：漁期前調査の平均分布経度と西向きの
速度との関係

各年輪径別に漁期前の分布経度と漁場での平均来遊
日・漁獲位置を比較することによって、速度を算出しま
した。つまり、各プロットはある大きさの耳石を持った
サンマの漁期前の分布と来遊速度を表しています。
Miyamoto et al. (in press. Fisheries Research) を改変。

なぜこのような関係になるのかは今後研究し
ていく必要がありますが、この西向きの速度と
漁期前の分布の関係により平均的な来遊日を予
測することが可能になりました。我々はこの関
係を基に来遊カレンダーを作成しました（図
6）。

この来遊カレンダーを用いると、漁期前の分
布調査と漁場位置の予測から、漁場への来遊日
を誰でも簡単に予測できます。この耳石を使っ
て明らかになった回遊速度やカレンダーを長期
予報にも生かしていく予定です。さらに、今回
の結果は、外国のサンマ漁業の実態の解明、国
際的な資源管理にも役立てられることが期待さ
れます。

図6：サンマ来遊カレンダー
漁期前調査の分布経度と漁場の位置から来遊日を予測する

ことができる。例えば、漁期前調査で東経175度に分布して
いたサンマは、漁場が東経145度にできそうならば、10月13
日に来遊してくると予想される。ただし、西経175度以東に
なると来遊率が低くなると考えられている。


